
 

 

 

 

 

 

心 を 合 わ せ て 

                                       園長  加藤 明宏 

 

１１月は「収穫感謝祭」の月です。昨年の園だよりにも書きましたが、新しい保護者もいらっしゃいますし、

日本では馴染みもうすい行事なので、再度その由来をご紹介します。 

１６２０年９月にイギリスの清教徒（ピューリタン）が、メイフラワー号でアメリカ大陸に渡り新生活を始め

ました。しかし最初は収穫もなく、人口も半減するという苦闘の日々だったそうです。しかし翌年から先住民の

友情を得て、豊かな収穫を得ることができました。このことを喜んで、神さまに感謝の礼拝をささげたのが始ま

りです。その後の歴史は、先住民の土地を奪っていった悲しいものになりました。このことを反省し、本来の意

味でともに神さまに感謝することを学ぶ時にするため、１８６４年にリンカーン大統領が１１月の第４木曜日

を国の祝日として、感謝祭（サンクスギビングディ）を制定しました。今商業ベースで盛んになっている「ハロ

ウィン」とは違いますので念のため。 

 

 今月の聖句は、「同じ愛を抱き、心を合わせ、思いを一つにして」（フィリピの信徒への手紙 ２章 ２節）で

すが、この聖句の後には、こんな言葉が続いています。「互いに相手を自分よりも優れた者と考え、めいめい自

分のことだけでなく、他人のことにも注意を払いなさい。」 様々な人の働きに関心を持って、身近に感じるこ

と。心を合わせること。今どきの言葉で言えば、「共感する」ことでしょうか。 

 

 収穫感謝祭では、神さまからいただいたたくさんの実りや豊かさに感謝する時を持とうとしています。

カレーパーティなどを通して、自分の満足（満腹？）だけでなく、友だちや先生、家族とともに実りや豊かさを

分かち合うこと（他人のことにも注意を払う）こそ、大切ではないでしょうか。みんなで１つのナベのカレーを

分け合って食べることの楽しさとおいしさは格別です。そして野菜や果物、動物の肉などの「いのちをもらって

いる」という感謝の気持ちを、ご家庭でも大切にしてもらいたいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

201９年度の年主題：ことばに満たされて～ひびきあう～ 

11月の主題 11月のねがい 

共感する 

・秋の実りの豊かさや美しさにふれ、神様に感謝する 

・友だちとアイディアを出し合ったり、イメージを共有しながら遊びこむようになる 

・様々な人の働きに関心をもち、身近に感じる 

・好きな絵本やお話が伝わり、イメージが広がり友だちと共感しながら過ごす 

聖句  同じ愛を抱き、心を合わせ、思いを一つにして（フィリピの信徒への手紙  ２章２節） 

11月の予定                               マークの説明…Ｔ＝体操 
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